
学生と連携し、年間を通して、次世代へ繋ぐ活動

各大学の学生が取り組んでいる、こどもたちに走る楽しさを伝える陸上教室や、
走りたいと思う人をサポートする活動などの SDGs アクションと連携して、
全日本大学駅伝は次世代を育む活動にも取り組んでいます。

ブラインドマラソンの伴走者トレーニング合宿に学生が参加

日常的な活動のひとつとして、寮周辺の清掃で地域に貢献

× 健康
教育

創価大学
活動の様子はこちらから

順天堂大学
活動の様子はこちらから

【2022年の活動事例を一部ご紹介します】

https://www.youtube.com/watch?v=5o2I0vczbuA
https://www.youtube.com/watch?v=8jNnv-Nhe1w


【第53回全日本大学駅伝SDGs活動実績】

■SDGsの活動を⾏っている大学をテレビ中継時に紹介

東北大学︓地域の⽅との陸上教室

東北大学︓地域の⽅との陸上教室

早稲⽥大学︓地域の⽅との陸上教室

東洋大学︓地域の美化活動

東洋大学︓地域の美化活動

駒澤大学︓地域の美化活動



■古米や破損米等を使ったバイオマスゴミ袋の活用

⾃然原料を使用することで化⽯燃料の使用量を削減。
（協⼒︓バイオマスレジン南⿂沼）

古米や破損米等を使ったバイオマスゴミ袋を大会⾏事の⼀部で使用。

※大会前の1か月間、テレビ朝日スポーツ局内でも、
バイオマスゴミ袋を使用し、執務室内で出たごみを廃棄しました。



カーボン・オフセット認証書（第52回大会時認証書）
上記は第52回大会分となります。
第53回大会のカーボンオフセットは、2022年3月に
承認されました。

■カーボンオフセット認証の取得


